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１．はじめに 

 これまでエンタプライズ系の業務システム開

発の分野では，業界大手各社ともに設計の標準

化に長年取り組んでいるが，未だ業界標準とな

る設計標準はない．エンタプライズ系分野の標

準化に形式手法を活用する取り組みは，仕様フ

レームワーク[1]の取り組みにより進歩した．一

方，人とシステムの接点である画面に対する操

作仕様の標準化に関しては事例が少なく，設計

段階で画面操作を含めた仕様の記述および検証

が属人的に行われ，品質の確保に課題がある． 

そこで我々は前論文 [2]で整備した Java によ

る仕様記述方法を VDM++に発展させ，画面の操作

仕様を含む仕様フレームワークを開発した．こ

れにより，データ処理仕様をはじめ画面仕様や

操作仕様，業務仕様等を含めた仕様実行（仕様

アニメーション）を実現することで，設計段階

で効率的な形式検証を可能とした． 

 

２．従来の課題 

利用者が画面を操作する手順を，本論文では

「操作仕様」と呼ぶ．これまでの操作仕様の記

述の標準化は十分ではなかった．例えば，発注

者ビューガイドライン[3]では，操作仕様の書き

方として，操作に対する画面のリアクションを

記述することを推奨している（図表 1）．一方で

別の問題が発生する．この画面のリアクション

は一般的に画面処理に関する仕様書（図表 2）に

も記述される．これらは記述内容が類似してお

り，一部の記述内容は冗長といえる．特に冗長

な記述は，大規模な開発では仕様変更の際，修

正コストが掛かり，修正漏れによる品質低下の

リスクが高まる．さらに，操作仕様は後工程の

テスト仕様や操作マニュアル作成にも必要な情

報になるにもかかわらず，再利用が難しいため，

その都度属人的な対応をすることが多かった． 

 

３．解決策 

我々は仕様フレームワーク[1]および前論文

[2]の取り組みを発展させ，「テスト仕様」「業

務仕様」「操作仕様」「画面仕様」「データ処

理仕様」の 5 階層からなる仕様フレームワーク

を開発した（図表 3）． 

各階層の役割と VDM++の記述方法の詳細は図表

3 に示した．本仕様フレームワークの特徴は，従

来混在して記述されることが多かった，システ

ム側の画面仕様と，人間側の操作仕様を明確に

分けた点である． 

操作仕様は利用者像単位で作成する．例えば

権限が異なる担当者と上司，あるいは営業部と

人事部に分けることで，操作仕様を明確に区別

できる．また，画面仕様との呼び出し関係が明
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確であると同時に階層が異なるので，仕様の境

界線が明確である．さらに一連の操作仕様をつ

なげるのが業務仕様である．業務仕様の定義内

容は前論文[4]に示したように，業務フロー図に

変換することができる．この記述方法に従った

VDM++の記述例を図表 4に示す．  

 

４．効果 

本仕様フレームワークにより，従来混在して

記述することが多かった画面処理に関する仕様

を，画面仕様と操作仕様に分けて明記すること

で，従来の仕様記述の冗長さが解消され，特に

大規模開発では，仕様の保守性が高まり，品質

向上とコストの削減に繋がる 

さらに，VDM++の仕様記述は，Overture[5]な

どのツールにより，仕様実行が可能となる． 

これまで，操作仕様を含めた画面の仕様に関

する仕様の記述内容の正しさを確かめるために

は，人手によるレビューが不可欠であった．ま

た，レビューで見落とされた設計上の不具合は，

テスト工程で発見されることが多く，仕様書の

修正にまで手戻りが発生し，大きなコスト増の

要因となっていた． 

仕様実行が可能になることで，操作仕様を起

点に画面から連携する各種仕様の不具合を，設

計段階で検出することができ，大幅な品質向上

及びコストの低減につながる． 

 

５．今後の課題 

実用化にはいくつかの課題が残る．VDM++は形

式手法言語の中では分かり易いといわれるが，

まだ開発者への認知度が低く，開発現場に普及

するにはこれまでの設計手法から段階的に移行

するための施策が必要である．また，利用者向

けには VDM++の知識がなくても仕様の中身を確認

するため，従来の設計書へ変換するツールの整

備が必要と考えている． 

さらに，VDM++の仕様記述から実際のプログラ

ムやテストプログラムを自動生成することで，

これまで属人的に行ってきた開発・テスト工程

の大幅な効率化が期待される．今後，仕様フレ

ームワークの品質を高めるとともに，自動生成

に関する調査を開始する予定である． 

 

６．おわりに 

当仕様フレームワークにより，従来属人的に

記述されてきた画面に関わる仕様の全体を VDM++

で記述することができた．さらに，仕様実行に

より，これまで不可能だった設計段階でのテス

トにより仕様バグの抽出が可能となる．エンタ

プライズ系分野において，形式手法を本格的に

活用する基盤が構築できたといえる． 
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